An Ethnographic study of recovery processes of juvenile delinquents at a children\u27s welfare institution: through their everyday lives and personal narratives. by 那須 昭洋
人間科学研究　Vol．20，Supplement（2007）
修士論文要旨
非行少年の立ち直り過程に関するエスノグラフィック・リサーチ
ー自立援助ホームに居住する非行少年の「日常生活」と「語り（Narrative）」から－
”AnEthnographicstudyofrecoveryprocessesofjuveniledelinquentsatachildren’s
Welfhreinstitution：throughtheireverydaylivesandpersonalnarratives．‖
那須
【問題と　目　的】
わが国の非行少年に関する従来の研究は，非行の出現メ
カニズムを解明し，適切な予防や介入策を考えていくアプ
ローチが主流であった（例えば，磯部ら，2004）。これら研
究者による原因論的アプローチは繰り返し確認された有効
な枠組みである反面，現象を捉える切り口として固定した
ものになりやすい。また，非行少年を研究する主なフィー
ルドは，少年が審判を目前に控えた鑑別所や矯正教育を行
う少年院等である。田村（1993）は，非行少年研究の妥当
性から考えると，非行少年は審判や処遇を有利にするため，
研究調査に対して回答を歪曲する傾向があると指摘する。
そこで，本研究では矯正教育施設ではなく，青少年の自
立を支援する児童福祉施設“自立援助ホーム（Zホーム）”
を研究のフィールドとする。そして，8ケ月間のフィール
ドワークと非行少年7名による公式インタビューに基づき，
Zホームと実社会で生きる非行少年の日常生活に埋め込ま
れた立ち直り過程と当事者が語る非行体験の意味づけや立
ち直り過程の意味づけを探る事を目的とした。
【研究1日常生活からみた非行少年の立ち直り過程】
分　析：フィールドノーツからエピソード（秋田・市川，
2001）を切り出し，自立援助ホーム内で周期的に起こる顕
著なパターンを発見するため，グラウンデッド・セオリー
法（Glaser＆Strauss，1967＝1996）を援用した。同時に，
発見された概念仮説と個別事例が適合するか否かの検証を
行い，仮説と現象の捉えなおしを行った。
結果と考察：分析の結果；一甘常生活の実践のグループカテ
ゴリー（以下，GC）は，GCl「過去と向きあおうとする工
GC2「人と話しあおうとする」，GC3「主体性を自ら育む」，
GC4「居心地のよさを体感する」，GC5「悩みをかかえる」，
GC6「居場所を確保しようとする」，GC7「自分を印象づけ
る」，GC8「社会的スキルを学ぶ」が生成された。また，職
員の援助実践カテゴリーはGCl′「主体性を保証する」，
GC2′「働きかける」が生成された。
非行少年たちは，上記GCを含む生活過程を通して自分
の身の処し方を自らの生活体験を手がかりに検討すること
ができるようになることが示された。また，3事例でも見
られるように，上記GCは一貫した流れがあるのではなく，
日常生活の実践のGCを通して，社会に適応する手ごたえ
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を感じたり，失敗したりすることで，立ち直りに向かって
行きつ戻りつを繰り返すことが示された。この行きつ戻り
つが，非行少年の立ち直り過程であることが示唆される。
一方で，職員は，入所者が自ら乗り越えるべき課題に取り
組むまで待つ姿勢を実践している。また，待つ姿勢を保ち
ながら，少年たちが関係を築こうとするまで寄り添うこと
を援助実践として位置づけていることが示された。
本研究で取り上げた自立援助ホームにおける日常生活の
実践と職員の援助実践は，実社会で非行少年の心理支援を
進めるうえで，悪者探しに終わらない，少年の発達を見守
る社会の協同の姿として，重要な示唆を与えていると考え
られる。
【研究2「語り」から捉える非行少年の非行の意味づけ】
分　析：「語り」に注目しながら意味づけを捉えるライフヒ
ストリー法に基づくナラテイブ・アプローチを採用した。
結果と考察：
少年たちは，各々の自分史を持ち，過去の自分が行って
いたことや現在の自分が行っていることについて独自の意
味づけを行っている存在であることが示された。松田
（2001）は，少年院入所者の調査において，虐待を受けたほ
ぼ半数が，その体験を非行の原因としてとらえている。し
かしながら，本研究で被虐待と呼べる経験をした4事例か
らは，虐待を直接的な非行の原因として意味づけているも
のはいなかった。むしろ，彼らの多くは，非行に対しての
楽しさとその後の功利性を求めて行っていることが示され
た。そして，非行のきっかけを興味本位として意味づけた。
さらに，上記に挙げた虐待を含む環境要因について，その
場を凌ぐための言い訳として意味づける者も存在した。非
行要因に関する言説が，時に彼らを支配し，時に言い訳と
して使用されることがあることが示唆される。
【稔括的考察】
本研究は，自立援助ホームに居住する非行少年という限
定されたフィールドで行われている。しかしながら，非行
少年の日常生活や語りなど当事者の視点を重視した本研究
の方法と上記結果は，司法が介在するがゆえに支援者側の
視点で検討される傾向にあった非行少年の支援に支援者と
当事者の双方から見た有効な非行少年の支援を検討する一
助となることが期待される。
－　63　－
